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1.  平成24年8月期第2四半期の連結業績（平成23年9月1日～平成24年2月29日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年8月期第2四半期 7,859 △39.1 108 △86.7 105 △84.8 △487 ―

23年8月期第2四半期 12,902 △38.8 811 △53.6 693 △38.0 110 △83.5

（注）包括利益 24年8月期第2四半期 △531百万円 （―％） 23年8月期第2四半期 △270百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年8月期第2四半期 △124.04 ―

23年8月期第2四半期 28.24 28.14

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年8月期第2四半期 24,648 151 △0.5 △30.48

23年8月期 26,150 719 1.7 111.59

（参考） 自己資本   24年8月期第2四半期  △119百万円 23年8月期  438百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年8月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年8月期 ― 0.00

24年8月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年8月期の連結業績予想（平成23年9月1日～平成24年8月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,172 △7.7 1,523 55.7 824 ― 575 ― 146.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

（注）詳細は、【添付資料】「2.その他情報」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  
（注）詳細は、【添付資料】「2.その他情報」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、【添付資料】「2.その他情報」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に関する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績の見通し等将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年8月期2Q 3,930,004 株 23年8月期 3,930,004 株

② 期末自己株式数 24年8月期2Q ― 株 23年8月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年8月期2Q 3,930,004 株 23年8月期2Q 3,913,489 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間の我が国の経済状況は、東日本大震災の影響による経済状況からは急速に回復しつ

つあるものの、欧州諸国の財政金融問題の深刻化に伴う円高の長期化により、依然として景気の先行きは不透明

な状況にあります。

このような経済状況の中で、当社がサービスを展開する市場の動向に着目しますと、モバイルの分野では、ス

マートフォン(iPhone,Android)端末に代表される多種多様な機能を持つ携帯電話端末の普及が加速を続けるなか

で、スマートフォン搭載OSの機能拡充やスマートフォン端末を取り巻くネットワーク環境の充実から様々なサー

ビスが展開され、引き続き市場成長が見込めます。

次に、スマートフォン端末対応が進むソーシャルゲーム分野においては、各SNS（ソーシャル・ネットワーキ

ング・サービス）プラットホームが拡大を続けソーシャルゲームの利用者が増加し、ソーシャルゲーム市場は全

世界的に益々拡大傾向にあります。

さらに、ゲーム分野は、3D技術やネットワーク技術を駆使した新型携帯機の登場により各社が新規ゲームタイ

トルを提供していくことで、国内外で市場の盛り上がりが期待されております。

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,859百万円（前年同期12,902百万円）となり、

営業利益は108百万円（前年同期811百万円の営業利益）となりました。経常利益は、105百万円（前年同期693百

万円の経常利益）となり、最終損益は、487百万円（前年同期110百万円の四半期純利益）の四半期純損失となり

ました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①ネット＆ゲーム事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社インデックス）

当社のソーシャルゲーム事業では、平成23年12月20日に新規にサービスを開始したソーシャルゲーム

「GANTZ/XAOS」がユーザーの高い支持を得て、売上高及び営業利益ともに業績に寄与しました（平成24年３月末

時点では、登録会員数が50万人を突破しております）。また既に前事業年度からサービスを継続しているソーシ

ャルゲーム、具体的には、「ペルソナ３ソーシャル」、「真・女神転生 デビルハンターZERO」、「デビルチル

ドレン」などについては、マルチプラットフォーム対応・スマートフォン対応をすすめ、売上の拡大を図りまし

た。なお、当社は、第３四半期連結会計期間以降に、新規タイトルとして「ペルソナ４ソーシャル（仮称）」を

はじめ複数のサービス開始を予定しております。

コンシューマゲーム事業では、当第２四半期連結累計期間においては、リピート販売と他社へのライセンシン

グ事業が売上及び営業利益に貢献しました。当社の人気ゲームタイトル「ペルソナ４」のアニメーション

「PERSONA4 the ANIMATION」が平成23年10月６日よりTV放送が開始され、また、平成23年11月にはペルソナの世

界観を存分に掲載した月刊誌「ペルソナマガジン」が刊行されました。さらに平成24年３月に舞台「VISUALIVE

『ペルソナ4』」、平成24年４月には「PERSONA MUSIC LIVE 2012」が決定し、「ペルソナ」ブランドを多角的に

且つ積極的に展開しました。なお、「ペルソナ２罰」（平成24年５月17日販売予定）、「ペルソナ４ザ・ゴール

デン」（平成24年６月14日販売予定）、「世界樹の迷宮Ⅳ 伝承の巨神」（平成24年７月５日販売予定）等の販

売が今後予定されており、第３四半期以降の売上及び営業利益に寄与することになります。

スマートフォン向けアプリサービスでは、当社はコンシューマゲームタイトルをスマートフォン向けに安価に

速くポーティングする為の技術を開発しました。この技術を使った第一弾として「スノボキッズ」スマートフォ

ンアプリを平成23年10月14日に、第二弾として当社タイトル「真・女神転生」スマートフォンアプリを平成24年

２月24日に、それぞれ配信を開始しました。今後も、過去に発売されたコンシューマゲームタイトルのポーティ

ング及び販売を予定しており、スマートフォンアプリへの取り組みに尽力していきます。

システム開発を軸とするモバイル＆ソリューションビジネスにおきましても、松井証券株式会社が提供するト

レーディングアプリ「株touch（iPhone版）」に引き続き、スマートフォン向けの対応としてAndroid版「株

touch(Android版)」も開発いたしました。

携帯電話端末向けの公式サイトビジネスにおいては、NTTドコモが提供する「dmenu」、KDDIが提供する「au

one market」等スマートフォンサービスへの対応を順次進めております。具体的には、放送局と共同運営するモ

バイルサイトについて、「dmenu」対応を行いました。また、一部のモバイルサイトに、当社のモバイルサイト

CMS製品「Mobile Site Pro」を活用することにより、サイト構築や運用にかかるコストと移行にかかる時間を大

幅に抑えることで、収益性の向上を図りました。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（Index Multimedia SA）

Index Multimedia SAでは、今後の成長を牽引するSNSの「Tchatche.com（チャッチ・ドットコム）」におい

て、スマートフォンを含め多様化する携帯端末に対応し、会員数やトラフィック、広告収入は堅調に推移してお

ります。今後は、ポータル画面のデザインリニューアルや新機能の追加をすることで、更なるトラフィックの増

加を図っております。

（Index Corp Thailand 及び中東について)

Index Corp Thailandでは、平成23年２月にSNSサービス「MobiTown」の提供が開始され、ページビューでは引

き続きタイ国内最大級のモバイルサイトとなっております。今後トラフィック過多状況を解消する為、サーバー

の入れ替えを行い、ユーザーからのアクセスがより快適に提供できるように変更することに加え、新機能とし

て、プライベートチャットサービスなどの課金サービスも開始する予定となっております。また同社は、世界最

大のチップセット製造会社のひとつMediaTek社（MTK）の、タイ国内で唯一のMRE（MauiRuntime Environment)ソ

リューションの戦略的供給プロバイダーとなりました。これにより、MREが組み込まれた携帯端末が使う「MRE

App Store」の課金ゲートウェイ、開発、運用における極めて戦略的な役割を担うことになります。すでに複数

のMREが組み込まれた携帯端末がタイ市場でも発売されており、また今後順次「MRE App Store」のインストール

された携帯端末が発売されていく予定です。

引き続き、東南アジアへの展開については、同社を中心に強固、且つ信頼性の高いネットワークを築くことが

できており、潜在力のある東南アジア市場にいち早くSNSを展開することで、海外戦略上大きな期待が持てるも

のと確信しております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間におけるネット＆ゲーム事業セグメントについては、売上高は

5,454百万円(前年同期10,237百万円)となり、営業利益は555百万円(前年同期1,741百万円の営業利益)となりま

した。

②モバイルデバイス事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社ネットインデックス）

株式会社ネットインデックスのデバイス事業は、WiMAXルーター、同社開発製造のPHS音声端末及び特定事業者

向けPCセキュリティーモジュールの販売が売り上げに貢献しました。また、本田技研工業株式会社の提供するカ

ーナビゲーションシステム向け3G対応USB接続データ端末についても、タイの洪水の影響が収束に向かうなか、

販売数を伸ばしております。

次に、同社が東北地方を事業基盤として展開する移動体通信端末機器等の販売・保守、その他のアフターサー

ビスを行うショップ事業においては、同社開発製造のPHS音声端末の販売を積極的に行ってはおりますが、新規

店舗の出店の為の追加費用を補うことはできず、利益貢献には至りませんでした。なお、当該ショップ事業につ

きましては、平成24年２月１日付けにて株式会社コスモネット社に対し事業譲渡を行っております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間におけるモバイルデバイス事業セグメントについては、売上高は

2,260百万円(前年同期1,330百万円)となり、営業損失は19百万円(前年同期37百万円の営業損失)となりました。

③映像事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社インデックス・アミューズメント）

株式会社インデックス・アミューズメントでは、映像事業において、原価管理を徹底したことにより利益に寄

与しました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における映像事業セグメントについては、売上高は202百万円(前年

同期1,666百万円)となり、営業利益は12百万円(前年同期28百万円の営業利益)となりました。
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（２）連結財政状態に関する定性的情報

①財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に対し、1,502百万円減少の24,648百万円

となりました。その主な要因は、受取手形及び売掛金、現金及び預金などの減少の影響によるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に対し、933百万円減少の24,497百万円とな

りました。その主な要因は、支払手形及び買掛金、短期借入金などの減少の影響によるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に対し、568百万円減少の151百万円となり

ました。その主な要因は、利益剰余金の減少、その他有価証券評価差額金の減少の影響によるものです。また、

自己資本比率は△0.5％となりました。

②キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、連結子会社が減少したことに伴い、前

連結会計年度末と比較して117百万円減少となりました。なお、各キャッシュ・フローの状況等につきましては

以下のとおりとなっております。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、23百万円の現金及び現金同等物の

増加となりました。主な要因としましては税金等調整前四半期純損失489百万円、たな卸資産の増加1,067百万円

があるものの売上債権の減少930百万円利息の支払355百万円、減価償却費525百万円があったことによるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、82百万円の現金及び現金同等物の

増加となりました。主な要因としましては、ソフトウェアの取得による支出581百万円があったものの定期預金

の払出による収入340百万円や貸付金の回収による収入113百万円、関係会社株式の売却による収入81百万円、投

資有価証券の売却による収入78百万円等が挙げられます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、216百万円の現金及び現金同等物

の減少となりました。主な要因としましては、短期借入金の純増減が△282百万あったことが挙げられます。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成23年10月19日に公表しました平成24年８月期の連結業績予想につきましては、平成24年４月13日に修正を行

っております。詳細については、平成24年４月13日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さ

い。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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当社グループの事業活動を継続する前提に関する重要な不確実性はありません。

しかしながら、当第２四半期連結累計期間におきまして、金銭債権に対する引当を計上したことにより、487百

万円の四半期純損失を計上することとなりました。

このような状況のもと、当社グループの最重要課題は有利子負債の削減であると認識しております。

平成19年８月期の有利子負債（連結）は54,572百万円でありましたが、当社は財務体質強化を実施し、平成20年

８月期から平成21年８月期において、主に保有資産の売却による借入返済で有利子負債（連結）は25,709百万円ま

で、当第２四半期連結累計期間末においては21,159百万円まで圧縮できております。

さらに、前連結会計年度にて、当社は、株式会社インデックス、株式会社アトラスと合併し、当社343億円なら

びに株式会社アトラス50億円の繰越欠損金を利用して納税負担を軽減されるため、より一層の財務体質の改善が見

込まれております。

以上より、平成19年８月期から平成23年８月期まで連続して当期純損失を、また、当第２四半期連結累計期間に

おいても四半期純損失を計上し、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりますが、徹

底した選択と集中に基づき経営資源の集中や有利子負債の削減状況を考慮し、継続企業の前提に関する重要な不確

実性はないものと判断しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485 1,210
受取手形及び売掛金 4,421 2,973
有価証券 31 11
商品及び製品 261 283
仕掛品 1,633 2,649
原材料及び貯蔵品 87 89
短期貸付金 3,134 3,000
繰延税金資産 794 774
その他 980 1,123

貸倒引当金 △2,127 △2,499

流動資産合計 10,703 9,617

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 154 133
機械装置及び運搬具（純額） 0 1
土地 151 151
その他（純額） 406 310

有形固定資産合計 713 597

無形固定資産

のれん 1,401 1,334
ソフトウエア 874 1,081
ソフトウエア仮勘定 864 760
その他 76 60

無形固定資産合計 3,215 3,237

投資その他の資産

投資有価証券 10,693 8,385
長期貸付金 15,020 5,169
繰延税金資産 63 54
敷金及び保証金 377 305
その他 2,830 1,789
貸倒引当金 △17,469 △4,508

投資その他の資産合計 11,517 11,195

固定資産合計 15,446 15,031

資産合計 26,150 24,648
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,784 1,330
短期借入金 21,385 21,091
未払金 634 816
未払法人税等 92 58
賞与引当金 121 71
繰延税金負債 － 3
返品調整引当金 18 5
係争引当金 135 28
その他 843 609

流動負債合計 25,017 24,015

固定負債

長期借入金 － 67
退職給付引当金 36 32
係争引当金 149 210
製品保証引当金 50 19
繰延税金負債 18 18
その他 159 132

固定負債合計 413 481

負債合計 25,431 24,497

純資産の部

株主資本

資本金 39,379 39,379
資本剰余金 37,048 37,048
利益剰余金 △80,095 △80,583

株主資本合計 △3,667 △4,154

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,068 950
為替換算調整勘定 3,037 3,084

その他の包括利益累計額合計 4,106 4,035

新株予約権 194 185
少数株主持分 86 85

純資産合計 719 151

負債純資産合計 26,150 24,648
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日)

売上高 12,902 7,859
売上原価 7,699 5,611

売上総利益 5,202 2,248

返品調整引当金繰入額 33 5
返品調整引当金戻入額 22 10

差引売上総利益 5,191 2,253

販売費及び一般管理費

給料手当 916 448
貸倒引当金繰入額 25 △79

賞与引当金繰入額 50 34
販売促進費 901 379
退職給付費用 1 3
その他 2,483 1,359

販売費及び一般管理費合計 4,379 2,145

営業利益 811 108

営業外収益

受取利息 46 22
受取配当金 50 36
投資有価証券売却益 473 －

負ののれん償却額 29 20
貸倒引当金戻入額 － 294
その他 47 148

営業外収益合計 647 521

営業外費用

支払利息 486 390
資金調達費用 59 －

為替差損 52 43
その他 167 90

営業外費用合計 764 524

経常利益 693 105

特別利益

持分変動利益 31 －

関係会社株式売却益 35 3
投資有価証券売却益 52 －

事業譲渡益 － 105
債務免除益 － 37
貸倒引当金戻入額 23 －

その他 17 11

特別利益合計 159 158

特別損失

投資有価証券評価損 178 －

貸倒引当金繰入額 178 582
その他 537 171

特別損失合計 893 753

税金等調整前四半期純損失（△） △40 △489
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日)

法人税、住民税及び事業税 98 1
過年度法人税等戻入額 － △64

法人税等調整額 △170 31

法人税等合計 △73 △30

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 32 △459

少数株主利益又は少数株主損失（△） △78 28

四半期純利益又は四半期純損失（△） 110 △487
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（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△） 32 △459

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △223 △118

為替換算調整勘定 △79 46

その他の包括利益合計 △302 △71

四半期包括利益 △270 △531

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △191 △558

少数株主に係る四半期包括利益 △79 27
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △40 △489

減価償却費 713 525
貸倒引当金の増減額（△は減少） 131 264
返品調整引当金の増減額（△は減少） △16 △13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △46 △49

係争引当金の増減額（△は減少） △82 △45

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △180 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） △24 △30

のれん及び負ののれん償却額 156 137
受取利息及び受取配当金 △97 △58

支払利息 486 390
債務免除益 － △37

事業譲渡損益（△は益） － △105

為替差損益（△は益） 7 60
投資有価証券売却損益（△は益） △411 △1

投資有価証券評価損益（△は益） 178 －

関係会社株式売却損益（△は益） 15 －

持分法による投資損益（△は益） 67 △66

持分変動損益（△は益） △31 －

固定資産除売却損益（△は益） 56 25
売上債権の増減額（△は増加） 545 930
たな卸資産の増減額（△は増加） △225 △1,067

未収入金の増減額（△は増加） △96 56
仕入債務の増減額（△は減少） △240 △12

未払消費税等の増減額（△は減少） 144 △22

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △241 243
その他 284 △256

小計 1,029 375

利息及び配当金の受取額 74 86
利息の支払額 △429 △355

法人税等の支払額 △149 △83

営業活動によるキャッシュ・フロー 525 23
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成23年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成24年２月29日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △534 △36

有形固定資産の売却による収入 10 －

ソフトウエアの取得による支出 △1,100 △581

投資有価証券の取得による支出 △551 △0

投資有価証券の売却による収入 1,576 78
関係会社株式の取得による支出 △32 －

関係会社株式の売却による収入 － 81
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収支 △17 －

貸付けによる支出 △236 －

貸付金の回収による収入 321 113
定期預金の預入による支出 △394 △163

定期預金の払戻による収入 － 340
事業譲渡による収入 － 153
その他 325 95

投資活動によるキャッシュ・フロー △633 82

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,751 △282

長期借入れによる収入 43 80
長期借入金の返済による支出 △37 △4

リース債務の返済による支出 △20 △9

少数株主からの払込みによる収入 999 －

配当金の支払額 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △2 －

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △769 △216

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △935 △118

現金及び現金同等物の期首残高 3,301 739
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△1,146 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,219 621
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該当事項はありません。

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成23年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業 映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 10,079 1,272 1,592 12,943

セグメント間の内部売上高又は振
替高 158 57 73 289

計 10,237 1,330 1,666 13,233

セグメント利益又は損失（△） 1,741 △37 28 1,732

利益 金額

報告セグメント計 1,732

セグメント間取引消去 △87

その他調整 20

全社費用（注） △854

四半期連結損益計算書の営業利益 811
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年９月１日 至平成24年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

該当事項はありません。

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業 映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,427 2,260 171 7,859

セグメント間の内部売上高又は振
替高 26 － 31 57

計 5,454 2,260 202 7,917

セグメント利益又は損失（△） 555 △19 12 548

利益 金額

報告セグメント計 548

セグメント間取引消去 4

全社費用（注） △444

四半期連結損益計算書の営業利益 108

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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１．債権の譲渡

当社は、平成24年３月26日開催の常勤取締役会決議に基づき、平成24年３月26日付で債権譲渡契約を締結い

たしました。

(１)譲渡理由

当グループは、当社連結子会社である株式会社ネットインデックスを通じ携帯電話・PHSの通信端末機器の

開発・製造事業を展開し、主に通信キャリアに対し販売を行ってまいりました。

同社を取り巻く事業環境として、各通信事業者において携帯電話端末の多様な販売方法が導入され顧客獲得

に向けた競争や差別化が一段と激しさを増していること、特定の通信事業者の技術企画・販売戦略に業績が大

きく影響されることなどから、安定的に流動資金を確保しにくい株式会社ネットインデックスに対し、当社は

短期貸付を行ってまいりました。

一方、バランスシートの早期健全化並びに強化を検討している当社及び当社グループ内において、昨年９月

頃から、より効率の良い経営資源の有効活用の検討を行うと同時に、持続的競争優位性を築くために社外の複

数の候補と接触を行ってまいりました。その成果として本年２月になって、今般株式会社ネットインデックス

が有する伝送技術を高く評価し、さらなる付加価値創造の可能性を認識していただいたイー・旅ネット・ドッ

ト・コム株式会社、株式会社フィスコ・キャピタルより債権取得の申し入れがありました。

こうした経緯を踏まえ、債権の一括譲渡を行うことが企業価値向上に資すると判断し、平成24年３月26日開

催の当社常勤取締役会におきまして、債権譲渡契約書をイー・旅ネット・ドット・コム株式会社、株式会社フ

ィスコ・キャピタルと締結することを決定致しました。なお、当社は、債権譲渡価格の算定にあたり、独立第

三者の算定機関に価格の算定を依頼し、算定結果の報告を受けました。かかる算定の結果を参考に、当社は慎

重に協議を行った結果、最終的に下記の価格とすることを決定いたしました。

(２)譲渡する相手会社

イー・旅ネット・ドット・コム株式会社

株式会社フィスコ・キャピタル

(３)譲渡する債権の内容

当社が保有する株式会社ネットインデックスに対する全貸付債権

482,654千円

(４)譲渡の時期

平成24年３月26日

(５)譲渡価額

380,000千円

（７）重要な後発事象
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